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論文内容要旨
 〔第1章〕
 本研究の目的・経過むよび謝辞を述べた。即ち,1掘onesiaの鉱産資源のうち、マンガンは,石
 油・ボーキサイト・錫に次いで重要であり・現在各国の鉱業界や・マンガン業界から注視されてい
 る。ところが,それらに関する資料は極めて少なぐ,とくに鉱床学・鉱物学的資料は殆んど見当ら
 ない。筆者は,コ・ンボプンンを通じて.1画OIlesi&に滞在中,Javaに於けるマンガン鉱床の殆ん
 ど全部を調査する機会を得,こ㌧にその調査研究の結果をまとめて.その全貌を明らかにし.鉱物
 学的ならびに鉱床学的見地から記載の上.これら全鉱床の成因の考察診よび分類法を提議した。て詠
 この結果は既に,IndOIlesia政府に報告され,同国鉱業の開発に賀せられている。
 〔第2章〕
 J卿aの地質については既応の資料に筆者の研究結果を交えて、出来るだけ簡単に記した。Javaに
 於けるマンガン鉱床の分布は,Java島の南側,即ちSund㌫一〇rogehと呼ばれる第三紀Miocelleの
 hme就one並びに火山性堆積物金主とする地域のみに限られている。古くから有名な地区として
 は。西部JavaのKara㎎n㎎ga1地区,中部JavaのKei1ripan地区,及び東部JavaのPegur地区の3
 ケ所であるが,この他にもJogj愈artaとKediriの聞の地区にも可成りの分布が見られる。
 これらのマンガン鉱床は,エ9世紀末に発見されている。1920軍頃からオランダの開発会社の手に
 よって採掘が開始され,それ以来生産がストップしたことはなぐ,第2次大戦中日本軍政尉下でも
 生産が続行されてむり現在に至っている。最初1924年頃上記Keliri腿n地区が開発され,次いで
 1930年頃にPegurが,更に1933年頃からKarangnu㎎ga1が開発された。現在ではインドネシア・マ
 ンガン会社という国営会社に全鉱床を属せしめ、主としてKara㎎nu㎎gai地区を対象として稼行し
 ている。
 マンガン鉱床の属する地層は次の2つにのみ限られ,他の地層には見られない。即ち.Lower
 Mioceneと考えられているDゴam胆ngSeries(及びそれと対比される地層)と,UpPerMiocene
 と考えられているBentangSerieS(及びそれと対比される地層)とである。両者とも火山性堆積
 物に富むものであるが、Bentaユ1gSenesはiimestolleをもつて代表され,DJampa㎎lSeriesは
 Luffをもつて代表されている。これらの地層は概して水平に分布している。
 マンガン鉱床はBen敏ngSeries(またはそれに対比される地層)のlimestone層中か、その直
 下、並びにDjam田刀gSeries(またはそれに対比される地層)のtuff～marlytuff膚中に,
 地層の堆積状況と平行して,ほy水平に胚胎しているか,時には地層の断層や割れ目に沿って急傾
 斜をなす豚状を呈している。Lime8tone中では,これらはしばしぱ小さい割れ目をうずめて網状を
 呈し,一方iimestolleの直下にある加ffacegusbedとの境では水平に拡がった鉱染状を呈するも
 のが見られる。更にまた,表土中に粒状を呈するマンガン鉱も見られる例も可成り多い。
 〔第3章〕
 マンガン鉱石は・顕微鏡下の観察,化学分析,X線解析その他の鉱物学的方法での研究の結果,
 主としてpyrolusite(βMnO2)及びmanganiteより構成されていることが判明した。即ち,肉眼
 的に黒色塊状(しばしぱ美しい針状結晶を見る),並びに粉状を呈し,Mnの純度の高い高品位鉱
 からぜいわゆるwadと呼ばれる低品位鉱まである。これらはいづれも二次鉱物より成っていて.初
 生的マンガン鉱物は現在発見されてレ・ない。Pyrolusiteは1mnganiむeよりその量極めて多く,ため
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 に鉱石は比較的MnO2に富んでいる。尚・これら・Dマンガン鉱物以外にbari仁e・calciむe・館rite
 C一一部はm肛ca8iむe),hem謡iむe,1重monjte,(大部分はgoethite)、quartz,ch田cedoηy,
 monむmoriHonite,kaolinなどの随伴が認められる。
 〔第4章〕
 上記の様にJavaのマンガン鉱床の形態は,層状・レンズ状・不規則塊状・鉱染状・細豚状・網状
 など極めて多様で,それらの成因的考察や,分類には可成りの困難を伴うが、筆者は次のようにま
 と3、うてみた.。即ち,成因窪,1諸過程のうち,(1)superaene-enrichmenb(2)eluvial-deposiLio11,(3)
 syngenetic-sedimenta七ion及び(4)syngenetic-intrusionなどである。これらの過程の内,
 Supergene-enrichnlen七が最も重要左ものであり,どのような成因・'どのような形の鉱床でも・
 地形的好条件にめく懐れて、supergelle-enrichmentを受けて始めて優良鉱床になる。鉱床の胚
 胎状況,鉱石鉱物の検討などから.Syユ〕geneticによる鉱床が非常に多Gepigenetieのものは少い
 ように思われる。また表土中の鉱床はeluvia1のものであることは論をまたない。
 これらの成因的過程と.鉱床を胚胎する母岩から,筆者は次の表の如ぐ,Javaのマンガン鉱床の
 分類を試みた。これらの内,最も重要な.ものはB-b型(Iimestone中のSy㎎enet亘coriginのマ
 Javaのマンガン鉱床の分類一覧表
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 ンガンがsupergeneprocessによりlimestolle中の小さい割れ自に濃集したもの)、B-c型(同上
 のマンガンが1imeSむoneの底面まで下ってtuffとの境に水平・に濃集したもの,蔚よびB-d型
 (tuff中のsy㎎ene七icなマンガンがsupergene-enrichmentを受けて七uff中を下り,緻密な
 tuff上に水平に濃集したもの)なのである。
 これらに次いで重要なものはB-e型(七uff層中の割れ目に濃集したもの)である。この他にC-
 f型(即ち表土中のeiuvia1-originのマンガンが8upergene-proces8により粒状化し.濃集し
 たもの)も重要である。
 〔第5章〕
 Javeに存在する殆んど総てのマンガン鉱床を個々に記載し,筆者の調査作成した地質鉱床図を添
 え,Karang皿1㎎ga1地区については鉱量計算の結果を附した。
 〔第6章〕
 これらの調査研究によって,はじめてJayaのマンガン鉱床の全貌が明らかにされたのである。
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論文審査要旨
 主論文はIndonesia、Javaのマンガン鉱床と鉱物の研究と題し,6章より成る。マンガンはln-
 dOIlesi&の鉱塑資源のうち、石油,ボーキサイト,錫に次いで重要な,又世界各国から注目されて
 いる鉱物である。著者はColombopianにより1960牢9月から翌年10月に至る1カ年余り,Indo-
 nesiaの地質調査所にてJava島内の殆んど総てのマンガン鉱床と鉱物を調査した。この結果,Java
 島のマンガン鉱床と鉱物の全貌が明かになり,同国鉱業の開発に貸せられている。
 Java島の地質は大部分が第三紀層である。マンガン鉱床はJava島の南側に東西に分布するSunda
 Orogenと呼ばれる,第三紀Mioceneに属する主として石灰岩と火山性堆積物より成る地域に分布
 し,曲部JavaのKara㎎㎜99ai地区、中部Ja鴨のKeliripan地区及び東部JavaのPe息砂地区の3カ
 所並びにJogjaka耽aとKediri間などが代表的地域である。
 これらのマンガン鉱床は専らUpPerMioceneのBe批angseriesとLowerMiocelleのDjamp組
 serieS中にあり,これら両地層は何れも火山性堆積物に富むが,前者は石灰岩,又後者は凝灰岩に
 て代表され。何れも概ね水平に分布している。
 マンガン鉱床はこのBenむa㎎seriesの石灰岩中か又はその直下,並びにDjampanseriesの凝
 灰岩層中にほy水平に胚胎しているが、時に地層の割れ目や断層に沿って急傾斜をなして豚状に分
 布することもある。特に石灰岩居中では屡々小さな網状の割れ目をうずめて分布し,又石灰岩直下
 では鉱染状を呈し、水平に分布し,表土中では粒状を呈して産する。
 マンガン鉱物は肉眼的に黒色を呈し,顕微鏡下の観察・化学分析,X線画析等により,主として
 パイ・ルース鉱(Pyrolusite)(βMnO2)及びスイマンガン鉱(Ma㎎anite)(MnO・OH)より
 成ることが判った。一般に塊状,粉状を呈するが屡々美しい針状結晶も見出され,何れも二次鉱物
 である。
 随伴鉱物には重晶石,方解石,黄鉄鉱(白鉄鉱),赤鉄鉱,褐鉄鉱,石英,玉髄,カオリン及び
 モンモリ・ン石などを伴う。
 鉱石品位はwadの様左低品位鉱もあるが,手選によって容易に高品位に高めることができ,Java
 島全体のMI1鉱量としては平均品位30%Mnとして約100万tが予想され,極めて多い。
 個々のマンガン鉱床の形態は層状.レンズ状,不規則塊状.鉱染状,網豚状,網状など多種多様
 であるが、生成過程と鉱床母岩から分類の結果,最も重要なものは,〔1)石灰岩中の同成マンガンが
 天水成富化作用により石灰岩中の小さな割れ目に集ったもの,(2胴上のマンガンが石灰岩層の下部
 まで降って凝灰岩との境に水平に集ったもの、及び(3)同上のMnが緻密な凝灰岩層中に水平に集っ
 たものの3種である。これらの他,凝灰岩層中の割れ目に集ったもの,或は粒状マンガンが表土中
 に残留堆積したもの等の鉱床もある。
 次いでこれら個々の鉱床を記載し,又数多くの新鉱床を発見している。すなわち,成因的には石
 灰岩叉は凝灰岩中の同成マンガンが天水富化作用によって濃集された苧、σ)が多く,これがJavaの
 マンガン鉱床の特徴である。
 参考論文は主論文に関係あるWest-Java,southTasi㎞dajiのマンガン鉱床,Kalimantan,
 Sebul㎞島の鉄鉱床に関するものを初め,本邦の各種鉱床及び鉱物の調査に関する論文19篇,南極
 地域の地質に関する報告4篇があり,何れも主論文の基礎をなすものである。
 菊池徹は1951年より今日迄12カ年に亘り、マンガンその他主要鉱物と鉱床の研究に従事し,多
 くの業績をあげ.鉱床学及び鉱物学の進歩に貢献するところが多く,特に主論文Java島のマンガン
 
 鉱床の全貌を初めて明かにした研究である。よって菊池徹提出の論文は理学博士の学位論文として
 合格と認める。
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